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目的：ＰＴＡ活動の効率化 

忙しい保護者のために、委員会をオンラインで開催・参加できないか？ 

もしかしたら、先生も自宅から出来る可能性がある 

 

背景：核家族化と共働き世帯の増加による負担増 

平均月１回、ＰＴＡ本部役員と 

各委員長・副委員長が集まり 

活動報告と行事確認の委員会を 

開催している。 

R7年度会長は、過去に、オンライン 

参加をしていた実績がある。 

 

課題：現状のＰＴＡは物理的な会議が必要 

紙でお知らせが届く委員会。 

けど本部役員も含め、忙しい保護者たち‼ 

小さい子を家において、 

夜に学校へ出てくるのも一苦労！ 

 

提案：オンライン開催の導入による参加の柔軟性をアップさせる 

 私用PC、もしくは子供のタブレットPCにてTeams会議での参加をできるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          委員会時に接続できるように、勉強会を設けた 

題名 ： 合同委員会のオンライン化実現への道 

PTA名： 名森小学校ＰＴＡ 

 

  



 

 

メリット 

① 参加のしやすさの向上 

・PCもしくはスマホあれば、参加できる。 

・子供の世話をしながらでも聞く事は可能。 

 

② 出席率の改善 

・共働き世帯や単身の方も無理せず参加可。 

・年度末にかけて少なくなっていた出席率の改善が図れる。 

 

導入 

① 参加マニュアルの作成・配付 

オンライン経験のあるR7年度 会長が作業手順書を作成して、必要な方に配付。 

 

    
   

 

                        手順書を読んで、接続する練習 

※不明点は会長や本部役員などに問い合わせてもらう。 

 

② 試験運用の実施 

 

・子供のタブレットPCに入っている 

Teamsを利用 

・PC苦手な方には丁寧に説明 

   ・合同委員会時にレクチャー 

 

 

 

 

 

 



 

 

③ フィードバック 

改善点など 

  ・全員は厳しいかも。できれば各委員の委員長・副委員長どちらかは学校へ？ 

  ・対面ではないため、内容が伝わりづらいときがある。 

  ・カメラは基本ON、話さない時はマイクをOFFに。 

  ・資料が別紙だと、議案書をまず消さなければならない。 

              ・ 

              ・ 

              ・ 

 

   改善点は多々あるが、まずは部分的導入を行っていっている。 

    

お父さん・お母さんが家にいる事により、子供たちの安心、 

ひいては家庭の幸せにつながっていくでしょう！ 

 


